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専
修
大
学

選

書
「

Ｓ

Ｉ 

Ｌ
ｉ
ｂ

ｒ
ｅ
ｔ
ｔ
ｏ

（
リ
ブ
レ
ッ

ト
）」
か
ら

「
日
本
語
の
風
景
｜
文
字
は

ど
の
よ
う
に
書
か
れ
て
き
た

の
か
｜
」（
専
修
大
学
図
書

館
編

写
真
）
が
４
月
、
刊

行
さ
れ
た
。

日
本
政
治
の
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ

憲
法
を
使
え
！

 

田
村
理
著

　
国
民
に
不
利
益
を
与
え
る

こ
と
は
「
絶
対
に
あ
り
得
な

い
」。

　
首
相
が
理
由
を
示
さ
ず
そ

の
種
の
発
言
を
繰
り
返
す
と

き
、
国
民
が
求
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
は
、
そ
れ
を
「
信
じ

る
」
か
「
信
じ
な
い
」
か
の

二
者
択
一
だ
。

　
そ
し
て
、
二
者
択
一
は
、

政
治
に
も
社
会
に
も
分
断
を

も
た
ら
す
。
分
断
す
る
日
本

は
「
決
め
ら
れ
な
い
政
治
」

か
「
独
裁
」
か
に
大
き
く
振

れ
る
。

　
そ
ん
な
政
治
の
現
実
を
、

特
定
秘
密
保
護
法
や
共
通
番

号
制
な
ど
の
議
論
に
も
ふ
れ

な
が
ら
描
き
つ
つ
、
こ
の
分

断
か
ら
脱
す
る
方
法
を
実
は

日
本
国
憲
法
が
提
示
し
て
い

る
こ
と
を
本
書
は
示
し
て
い

る
。

　
理
由
も
な
く
「
信
じ
る
」

こ
と
を
求
め
ら
れ
、
分
断
さ

れ
た
私
た
ち
の
現
状
に
不
安

を
感
じ
る
人
に
読
ん
で
も
ら

い
た
い
。（
彩
流
社
・
本
体

１
９
０
０
円
＋
税
）

　
著
者 

（
た
む
ら
・
お
さ

む
）

法
学
部
教
授
。
主

な
担
当
は
、 

憲
法
人
権
保
障

論
。

変
化
す
る
中
国
の
小
売
業

小
売
業
態
の
発
展
プ
ロ
セ
ス

 

楊
陽
著

　
本
書
は
、
中
国
の
小
売
業

の
発
展
に
つ
い
て
、
と
く
に

小
売
業
態
（
販
売
方
法
・
営

業
形
態
）
の
多
様
化
が
な

ぜ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
引
き

起
こ
さ
れ
、
そ
の
現
状
が
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
を

明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
特
徴
と
し
て
は
、
先
進
国

に
共
通
す
る
小
売
業
態
概
念

の
再
検
討
を
は
じ
め
、
中
国

特
有
の
業
態
多
様
化
の
仕
組

み
を
解
明
し
、
さ
ら
に
は
新

興
国
の
小
売
市
場
で
の
小
売

業
態
開
発
へ
の
示
唆
も
行
っ

て
い
る
。

　
先
行
研
究
の
活
用
や
消
費

者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
実
証

分
析
だ
け
で
な
く
、
長
年
に

わ
た
り
複
数
の
経
営
者
や
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
方
々
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
行
い
、

中
国
で
の
小
売
市
場
に
お
け

る
業
態
の
多
様
化
に
つ
い
て

経
営
者
の
取
り
組
み
の
現
状

や
課
題
を
浮
き
彫
り
に
し
て

い
る
。

　
専
門
分
野
の
研
究
者
だ
け

で
な
く
、
中
国
の
ビ
ジ
ネ
ス

や
消
費
文
化
に
つ
い
て
関
心

を
も
つ
方
々
に
も
、
ぜ
ひ
一

読
を
薦
め
た
い
。（
専
修
大

学
出
版
局
、
２
４
０
０
円
＋

税
）

　
著
者
（
よ
う
・
よ
う
）

経
営
学
部
助
教
。
主
な
担
当

は
、
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
。

 

専
修
大
学
へ
よ
う
こ
そ
｜

｜
南
米
チ
リ
を
代
表
す
る
剣

士
が
５
月
25
・
27
の
両
日
、

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
問
。

本
学
の
剣
道
部
員
と
合
同
稽け

い

古こ

、
親
善
試
合
を
行
っ
た
。

　
チ
ー
ム
を
率
い
る
ヘ
ッ
ド

コ
ー
チ
の
日
巻
行
信
さ
ん

（
昭
42
法
）
が
本
学
の
卒
業

生
と
い
う
縁
で
来
学
が
実
現

し
た
。

　
一
行
は
第
16
回
世
界
剣
道

選
手
権
（
５
月
29
〜
31
日
、

東
京
・
日
本
武
道
館
）
に
出

場
し
た
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム

で
20
代
前
半
か
ら
30
代
半
ば

ま
で
の
男
女
13
人
。
学
生
や

大
学
教
員
も
い
る
。
同
19
日

に
来
日
し
た
。

　
25
日
の
合
同
稽
古
に
は
専

大
側
は
松
下
吉
進
監
督
（
昭

48
法
）、
石
崎
徹
部
長
（
経

営
学
部
教
授
）
ら
指
導
陣
と

部
員
約
40
人
が
参
加
。
今
年

３
月
に
完
成
し
た
ば
か
り
の

剣
道
場
に
熱
い
掛
け
声
が
響

き
渡
っ
た
。

　
参
加
者
は
練
習
で
約
１
時

間
汗
を
か
い
た
あ
と
、「
日

本
・
チ
リ
親
善
試
合
」
を
行

っ
た
。

　
日
本
に
２
年
間
の
留
学
経

験
が
あ
る
大
学
生
の
ト
マ
ス

・
ミ
ラ
ン
ダ
さ
ん
（
五
段
）

は
、
親
善
試
合
で
チ
リ
側
唯

一
の
勝
ち
星
を
挙
げ
た
。

　「
世
界
大
会
前
に
日
巻
先

生
の
出
身
校
で
稽
古
で
き
て

う
れ
し
い
。
専
大
生
の
歓
待

に
は
感
激
し
た
。
大
会
で
は

団
体
・
個
人
と
も
ベ
ス
ト
８

を
目
指
す
」
と
汗
を
拭
い
な

が
ら
笑
顔
を
見
せ
た
。

　
剣
道
女
子
部
員
の
中
後
真

里
奈
さ
ん
（
文
２
）
は
「
礼

儀
正
し
く
、
剣
道
に
真
剣
に

向
き
合
っ
て
い
る
様
子
が
試

合
か
ら
伝
わ
っ
て
き
た
。
良

い
技
に
は
敵
側
に
も
拍
手
を

惜
し
ま
な
い
フ
ェ
ア
な
姿
勢

も
素
晴
ら
し
い
」
と
、
チ
リ

チ
ー
ム
の
ひ
た
む
き
さ
を
た

た
え
る
。

　
チ
リ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム

は
南
米
で
は
ブ
ラ
ジ
ル
に
次

ぐ
実
力
を
持
つ
。
世
界
選
手

権
で
も
健
闘
。
２
０
１
３
年

か
ら
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
シ
ニ
ア
海
外

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
首
都

・
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
で
剣
道
の

指
導
を
し
て
い
る
日
巻
さ
ん

は
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
に

は
日
本
留
学
者
も
多
い
。
実

力
は
、
世
界
レ
ベ
ル
で
は
ま

だ
ま
だ
だ
が
、
稽
古
に
熱
心

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
チ
リ

は
日
本
に
た
い
へ
ん
親
し
み

を
も
っ
て
い
る
友
好
国
。
日

本
の
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
は
人

気
が
高
く
、
剣
道
人
気
も
上

が
っ
て
い
る
」
と
話
す
。

チ
リ
代
表
チ
ー
ム
vs
専
大
剣
道
部

合
同
稽
古
と
親
善
試
合

▲　親善試合で日本とチリの激闘

　
刊
行
は
、
２
０
１
１
年
開

催
の
図
書
館
特
別
展
「
和

（
や
ま
と
し
）
う
る
わ
し
｜

日
本
の
文
字
と
書
物
の
歴

史
」
が
好
評
を
得
た
こ
と
を

背
景
と
し
て
い
る
。
特
別
展

で
は
資
料
の
展
示
と
関
連
し

た
内
容
の
講
演
会
が
実
施
さ

れ
、
市
民
や
大
学
関
係
者
か

ら
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。

ま
た
、
図
録
が
本
学
の
み
な

ら
ず
他
大
学
で
も
教
材
と
し

て
使
用
さ
れ
た
。
こ
う
し
た

ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
広
い
読

者
層
を
想
定
し
て
書
籍
刊
行

を
企
画
し
た
。

　
本
書
は
５
章
か
ら
な
り
、

特
別
展
講
演
会
の
講
師
を
中

心
に
、
書
家
と
し
て
活
躍
す

る
本
学
文
学
部
の
仲
川
恭
司

教
授
、
斎
藤
達
哉
教
授
ら
が

執
筆
。
大
庭
健
教
授
（
前
図

書
館
長
）
が
序
文
を
記
し

た
。
主
要
な
資
料
を
厳
選

し
、
図
版
を
交
え
読
み
物
と

し
て
再
執
筆
。
漢
字
の
伝
来

か
ら
、
そ
の
後
の
日
本
語
が

ど
の
よ
う
に
発
展
し
て
き
た

の
か
、
文
字
と
表
記
の
歴
史

を
考
察
す
る
な
か
で
、
日
本

語
の
文
字
の
世
界
の
奥
深
さ

を
書
家
、
日
本
語
学
者
が
さ

ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
説
明
し

て
い
る
。

　
本
書
は
、
Ｓ
Ｉ 

Ｌ
ｉ
ｂ

ｒ
ｅ
ｔ
ｔ
ｏ
第
６
弾
と
し
て

専
修
大
学
出
版
局
が
発
行
。

本
体
９
０
０
円
＋
税
。

　
７
月
１
〜
10
日
、
生
田
キ

ャ
ン
パ
ス
の
図
書
館
本
館
で

出
版
を
記
念
し
た
企
画
展
を

開
催
す
る
。
７
月
４
日
に
は

公
開
講
座
が
開
か
れ
、
斎
藤

教
授
が
講
演
す
る
。
講
座
の

問
い
合
わ
せ
、
申
し
込
み
は

企
画
課
☎
０
４
４
・
９
１
１

・
１
２
５
２

ＳＩＬibretto 第６弾

「日本語の風景」刊行

　
２
０
１
５
年
度
育
友
会

（
髙
野
雅
夫
会
長
）
定
期
総

会
が
６
月
６
日
、
生
田
キ
ャ

ン
パ
ス
で
あ
っ
た
。
育
友
会

員
、
専
修
大
学
役
員
、
教
職

員
ら
１
７
０
人
が
出
席
、
15

年
度
事
業
計
画
を
承
認
し
、

新
会
長
に
本
多
英
夫
氏
を
選

ん
だ
。

　
髙
野
会
長
が
「
国
際
交
流

会
館
の
完
成
な
ど
目
に
見
え

る
形
で
大
学
は
変
わ
っ
て
い

る
。
ま
た
、
野
球
部
の
活
躍

な
ど
父
母
に
と
っ
て
も
楽
し

い
話
題
が
多
い
。
こ
れ
か
ら

も
校
友
会
と
手
を
取
り
合
っ

て
、
わ
く
わ
く
す
る
専
修
大

学
を
作
っ
て
い
く
サ
ポ
ー
ト

を
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
矢
野
建
一
学
長
は
「
育
友

会
と
大
学
と
の
歴
史
は
ゆ
う

に
半
世
紀
を
超
え
る
。
学
生

の
学
び
の
た
め
に
も
ご
父
母

・
保
護
者
と
の
緊
密
な
連
携

が
必
要
に
な
る
」と
述
べ
た
。

　
日
髙
義
博
理
事
長
は
「
東

日
本
大
震
災
後
、
被
災
学
生

の
支
援
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
整

備
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
と

も
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」

と
呼
び
か
け
た
。

　
議
事
で
は
14
年
度
事
業
・

決
算
報
告
、
本
年
度
事
業
・

予
算
計
画
を
承
認
。
本
年
度

も
例
年
同
様
▽
学
生
支
援
の

強
化
▽
大
学
・
校
友
会
と
の

連
携
強
化
▽
支
部
活
動
の
充

実
｜
な
ど
を
柱
に
活
動
す

る
。
ま
た
18
年
に
育
友
会
創

立
60
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か

ら
、
60
年
史
刊
行
に
向
け
準

備
を
始
め
る
。

　
役
員
改
選
で
は
会
長
、
副

会
長
、
監
査
役
の
18
人
を
選

出
。
新
会
長
に
就
任
し
た
本

多
氏
が
「
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し

て
学
生
を
支
援
し
て
い
く
た

め
に
、
私
た
ち
保
護
者
同
士

が
よ
く
知
り
合
い
、
自
由
に

論
議
し
て
い
き
た
い
」
と
抱

負
を
語
っ
た
。

　
最
後
に
退
任
役
員
を
代
表

し
て
髙
野
氏
が
、
こ
れ
ま
で

の
育
友
会
員
の
支
援
と
協
力

に
感
謝
を
述
べ
た
。「
野
球

部
の
試
合
に
は
、
卒
業
し
た

前
役
員
が
小
旗
を
持
っ
て
駆

け
つ
け
て
く
れ
た
。
た
ま
た

ま
子
ど
も
が
専
修
大
生
だ
っ

た
こ
と
が
縁
で
た
く
さ
ん
の

友
人
が
で
き
た
。
５
年
後
の

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
皆

さ
ん
と
一
緒
に
小
旗
を
持
っ

て
、
専
修
大
生
、
専
修
大
Ｏ

Ｂ
を
応
援
し
た
い
」
と
話
し

た
。

　
７
日
に
は
神
田
キ
ャ
ン
パ

ス
で
本
年
度
第
１
回
全
国
支

部
長
会
が
あ
り
、
全
国
67
支

部
の
役
員
ら
１
１
５
人
が
出

席
し
た
。

▲　本年度事業計画などを決めた育友会定期総会

　「
大
学
が
手
厚
い
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
用
意
し
て
お
り
、
学

生
に
は
た
く
さ
ん
の
選
択
肢

が
あ
る
。
４
年
間
の
学
生
生

活
で
何
で
も
や
っ
て
み
て
、

や
り
た
い
こ
と
を
見
つ
け
て

ほ
し
い
。
親
や
育
友
会
は
そ

れ
を
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
す

る
」
と
柔
和
に
語
る
。

　
次
男
が
商
学
部
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
学
科
４
年
に
在
籍
。

入
学
時
か
ら
誘
わ
れ
て
育
友

会
活
動
に
参
加
し
、
ス
ポ
ー

ツ
応
援
や
父
母
同
士
の
集
ま

り
で
親
睦
を
深
め
て
き
た
。

２
年
間
の
副
会
長
を
経
て
、

本
年
度
会
長
に
就
任
し
た
。

　
自
身
も
専
修
大
の
卒
業
生

（
昭
57
商
）。
だ
が
在
学
中

は
育
友
会
の
活
動
は
ほ
と
ん

ど
知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。

商
業
学
科
で
、
３
年
次
生
か

ら
は
年
２
回
の
ゼ
ミ
対
抗
の

討
論
会
の
た
め
勉
強
に
明
け

暮
れ
た
。「
討
論
会
で
侃か

ん

々か
ん

諤が
く

々が
く

や
っ
た
お
か
げ
で
、
社

会
に
出
て
、
筋
道
立
て
て
考

え
る
力
が
つ
い
た
」
と
振
り

返
る
。

　
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
は
そ
の
こ

ろ
か
ら
の
趣
味
。
神
宮
球
場

で
何
度
も
校
歌
を
歌
っ
た
。

今
年
の
東
都
大
学
野
球
春
季

リ
ー
グ
も
次
男
ら
と
２
度
応

援
に
駆
け
つ
け
た
。
優
勝
が

決
ま
っ
た
試
合
は
仕
事
で
観

戦
で
き
な
か
っ
た
が
、
か
つ

て
の
ゼ
ミ
仲
間
ら
か
ら
お
祝

い
メ
ー
ル
が
多
数
届
い
た
。

「
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
だ
と
、

学
生
も
一
生
懸
命
に
な
り
、

大
学
の
知
名
度
も
上
が
る
。

そ
れ
が
父
母
に
と
っ
て
も
学

生
に
と
っ
て
も
誇
り
に
な

る
」
と
し
て
、
育
友
会
で
も

さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
の

応
援
に
力
を
注
ぐ
つ
も
り

だ
。

　
学
生
生
活
の
支
援
で
は
、

本
年
度
、
育
友
会
奨
励
賞
の

応
募
要
件
を
緩
和
す
る
。

「
学
業
で
も
ク
ラ
ブ
活
動
で

も
、
自
分
の
成
長
の
証
を
書

い
て
応
募
し
て
ほ
し
い
」
と

呼
び
か
け
る
。

　
７
月
４
日
に
は
ご
父
母
・

保
護
者
向
け
の
就
職
懇
談
会

を
開
催
す
る
。
次
男
も
就
職

活
動
中
だ
が
「
我
々
の
時
代

と
活
動
が
ま
っ
た
く
違
う
。

あ
ま
り
口
う
る
さ
く
し
な
い

よ
う
に
し
て
い
ま
す
」。
一

方
で
「
親
と
し
て
ア
ド
バ
イ

ス
で
き
る
こ
と
は
た
く
さ
ん

あ
る
。
懇
談
会
で
は
様
々
な

情
報
を
得
て
、
同
じ
悩
み
を

持
つ
親
同
士
語
り
合
っ
て
も

ら
え
れ
ば
」
と
話
す
。

　
経
理
畑
で
外
資
系
企
業
を

中
心
に
キ
ャ
リ
ア
を
重
ね
て

き
た
。「
今
の
自
分
が
あ
る

の
も
大
学
時
代
の
経
験
の
お

か
げ
」
と
目
を
細
め
る
。

　
東
京
都
町
田
市
在
住
。
56

歳
。

本
ほ ん

多
だ

　英
ひ で

夫
お

さん

育友会　新会長 15
年
度
育
友
会
定
期
総
会

新
役
員
を
選
出

学
生
を
全
力
で
支
援


